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一昨年、咋年に引き続き、今年も同じ場所で木材によ
るインスタレーションの展覧会を行った。 今年のテーマ
は、「再生recycle」 。
最近は、環境問題に関連してか、リサイクルが、称揚
されている 。 消費されるあらゆる品物が、リサイクルさ
れるととが良しとされ、また、社会は、リサイクルされ
たものを使うことを奨励している 。 再生紙を始め、身の
回りのいろいろなものが、リサイクルされるようになっ
てきた。 “再生00”とか、“リサイクル00”とか表示
されたものや、エコマークの付いたものをよく目にする 。
ただ危慎することは、この表示に頼ってしまって、表示
されたことで満足をしてしまっているような気がするこ
とだ。 本当の意味での再生が、為されているのかが、疑
問に感じた。 今回は、ごの疑問を作品を通して訴えるこ
とができたらと思い、再生というテーマでインスタレー
ション作品を制作した。
間口7m奥行き 19m天井高4.5mの会場の中央に、幹径
0.9m高さ 3.2mの巨木を配置する 。 幹は、高さ 2mのとご
ろで 3 つに分かれ、それぞれの先端がさらに3つに枝分
かれする 。 それぞれの構成要素は、円筒形をしていて、
中は空洞になっている 。 素材は、厚さ 12mmlllli\ l00mmの
有節杉板材で、これは、昨年のインスタレーション
[IN/OUT］で使用したものである 。 このことは、表面
的な意味での再生を表わしている 。
その構造は、合板でドーナツ状のフレームを作り、そ
のフレームの外周に杉板を木ネジで留めてできる円筒に
なっている 。 いちばん元の幹の部分には、 3枚のフレー
ムが入っている 。 幹の上部には、枝分かれする枝が収ま
るように、丸く切り込みを施す。 枝分かれの部分は、同
じ様なドーナツ状のフレームで、構造体が組まれていて、
それぞれの枝が隣同士と 90° を成すように、固定されて
いる 。 幹と同様に、フレームの外周を杉板で埋めてゆき、
三つ又の枝を形成する 。 それぞれの枝は、さらに 3 つに
分かれるので、その先端も枝が収まるように、丸く切り
込みを施す。 ひとまわり小さくなった三つ又の枝を、そ
れぞれの枝の先端に取り付ける。 フラクタルの理論のよ
うに、この先を無限に展開することが考えられるが、会
場である空間との関係と、ここまでの形がその先を暗示
させることが可能で、あるという考えから、この形態を完
成とした。
自然のなかに生えている樹であった板を、元の樹に再
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生しようと、会場に一本の樹を構築した。 しかし、見る
からに人間の手が加わって作られた、人工的な構造物に
なっている 。 形態は、この乙とを強調するために、敢え
て規則的な枝分かれをさせ、幾何形態の組み合わせで構
成する 。 枝の先端は、ぽっかりと空いた空洞を覗かせ、
中が空っぽであることを示すことによって、より上辺だ
けの構造物でしかないことを暗示させた。
自然の樹は、 地面の下に根っこを蓄えているため、そ
れほど太い幹でなくても、その上の枝を支えることがで
きるが、この樹木の形態をした構造物は、床の上に立っ
ているため、幹を通常の樹木の形状よりも太くする必要
がある 。 それによって、できあがった形態のプロポーシ
ョンは、自然界の樹木のそれと、大きく異にしている 。
このことも、人の子が加わってできたことを示している 。
以上のことから、このインスタレーションは、「再生」
に対する疑問を、アイロニカルに表現している 。 いくら
再生を謡っても、人の手が加わると、本当の再生にはな
らないのではないか。 再生をしたつもりが、ごの樹のよ
うに元通りにはなってないのではないか。 表面的には、
再生されたように見えても、中身が空っぽなこの樹のよ
うに、上辺だけの再生になっているのではないか。
会期が終わったあとで、ごの作品を別の場所に設置で
きるチャンスに恵まれた。 古くから続いている岡山市京
橋の朝市に一日限りだが、 設置することができた。 朝市
の会場である、旭川｜ と川沿いの道路との聞の広場で、こ
こは、先程の場所と遠い、屋外である 。 設置場所は、小
さな神社の耐の前で、両脇には御神木である自然木がそ
びえている 。 屋根のない空間での設置は、また違った雰
囲気を醸し出していた。 見上げる枝の後ろに青空が広が
っていて、逆にこの樹の空しさを感じた。 さらに、隣に
は立派な自然木がそびえ、それと対峠することによって
人工物であることを見せつける結果となった。 いずれに
せよ、どちらの場合でも、テーマである「再生」につい
ての疑問を投げかけるには、格好の場所であったと言え
よう 。
